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【目的】

ユーモアは私たちに広く受け入れられており，

実際にユーモアには効用があるとする実証研究

も進んでいる。しかし，日常的な場面ではユー

モア表出が必ずしも相手のユーモア感知を引き

起こすわけではなく，ユーモアは適切に用いら

れることが必要である。上野（1992）はユーモ

アを「遊戯的ユーモア」・「攻撃的ユーモア」・「支

援的ユーモア」の３つに分類し，この中でもっ

ともストレス緩和効果があるのは支援的ユーモ

アだと指摘した。しかし，長谷川（2011）の研

究では，どのようなユーモア志向性も機能不全

的ユーモア表出になる可能性が示され，機能不

全的ユーモア表出を引き起こさないユーモア志

向性というものがないことがわかった。これま

ではユーモアの効用など，プラス面に焦点を当

てた研究が盛んであったため，今後はユーモア

のマイナス面に関する研究も発展させていく必

要がある。

本研究ではユーモア志向性ではなく，ユーモ

ア表出の傾向と機能不全的ユーモア表出の関連

を検討する。また，どのようなユーモア表出も

機能不全的ユーモア表出になり得ることが示唆

された場合，ユーモア表出の動機による分類が

どの程度機能不全的ユーモア表出を説明してい

るのかを明らかにする。

【結果と考察】

ユーモア表出尺度について最尤法・プロマ

ックス回転で因子分析を行った結果,「自虐的ユ

ーモア表出因子｣「攻撃的ユーモア表出因子｣，

「遊戯的ユーモア表出因子」が抽出された。ま

た，機能不全的ユーモア表出尺度について主因

子怯・プロマックス回転で因子分析を行った結

果，「状況判断不足因子｣，「表出者本位因子｣，

「傷つけ因子｣，「内輪受け因子｣が抽出された。

機能不全的ユーモア表出尺度全体・各因子と

ユーモア表出尺度の各因子との間の相関を見る

ためにピアソンの積率相関係数を算出すると，

全てのユーモア表出因子と機能不全的ユーモア

表出尺度全体との間に正の相関が見られた。ま

た，全てのユーモア表出因子は機能不全的ユー

モア表出尺度の複数因子と正の相関を示してい

た。

さらに，第１変量群をユーモア表出，第２変

量群を機能不全的ユーモア表出として正準相関

分析を行った。その結果，第１変量群の第１正

準変量は「友好的ユーモア表出」が，第２変量

群の第１正準変量は「傷つけ」であることがわ

かった。また，第１変量群の第２正準変量は「攻

撃的ユーモア表出」で第２変量群の第２正準変

量は「表出者本位」であった。加えて，第１変

量群の第１正準変量である「友好的ユーモア表

出」は，機能不全的ユーモア表出を３０％程度説

明しており，第１変量群の第２正準変量である

「攻撃的ユーモア表出」は，機能不全的ユーモ

ア表出を５％程度説明していることが明らかに

なった。

以上のことから,機能不全的ユーモア表出は，

ユーモア表出の動機による分類のみでは充分に

説明できないことがわかった｡今後の研究には，

機能不全的ユーモア表出を説明する要因を，ユ

ーモア表出を行う状況やユーモア表出量など，

ユーモア表出の動機による分類以外から検討す

ることが期待される。
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【方法】

被験者は大学生124名(男性32名,女性９２

名)であり，平均年齢20.07歳(ＳＤ=1.29)であっ

た。また，調査期間は２０１１年１０月から同年

１１月であった。調査は授業中に質問紙を配布し、

その場で回収する形をとった｡質問紙の内容は，

塚脇ら（2009）が作成したユーモア表出尺度に

－部修正を加えたものと，長谷川（2011）が作

成した機能不全的ユーモア表出尺度を用いて，

どちらも５件法で回答を求めた。分析には

ＳＰＳＳ１４・ＯＪｆｂｒＷｉｎｄｏｗｓとMicrosoftExcel

2007を用いた。
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